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､羊毛 の新 防蝕剤 に就 て
/

武.居､ 三吉_
多 田 庸 二

Ⅰ.緒 口 し ･

羊毛は多くの動植物柑推資料中で政も虫省を宍5易いものである.ことは周知や如くである○

之に封して既に数多の曲事防止方法が箕施されてゐるt='も拘らず今日抱は退城TSがら,何れ,

の方法も理想には程遠い状態にあると富はねはTSらない.我国は虫近特に羊毛非常時に遭遇し

縦令一本の学宅粗椎と雄も疎かに13らTJこい折柄.吾人も亦其専門の立場から防蝕剤に依って羊

毛を由宇から保控するの文辞を痛感し過去三年間研究の結果.碓額の各種防蝕剤に校べて,紘
I

ペての鮎に於で膨れ'1:新防蝕剤を得T=ので,以下に共の概要を哉表し別項山田氏の蝕啓試験に

関する研究結果と併せモ識者の批判を仰ぐ次第である.

′ ⅠⅠ.従水の防鹿及び防蝕剤

今日一般に使用されてゐる学宅防虫剤の大部分は何れも軽蔑性の化革的物質であるo例へぽ

こ硫化未来 (carbondisulphide),樟脳(damphor),ナ フタリン(naphthaline)或はパラ･ヂク

p-ル ･ベンゼン(para･dichlorbenZe.ne)の如きは今日多量に茸用されてゐる普速の防虫剤で

ある｡

是等の中.二硫化茨索(CSB)の枝TS蹄蛮性の高いものは其の防虫性は即ち殺虫性であって窃

由其の者は勿論,其の幼虫.桶或は卵子の如きものでも死滅せしめるカを持ってゐるので.見

時啓血が位息してゐる恐れのある物資を,煩謀殺劫するには祖語である｡唯此の物は盗泉の存

在に於で､野しい引火性を示すので,其の使用に際して絶封に火束を琴けではTSらTSいo又怖

慕操作はIl探 る丈け完全に密閉LI:倉煙叉は熔茶箱を必要とするO此の種の煙琴剤には･其の

他内題化沃素(CCl一).三感化エチレン(CHCl:CCl,)の様な低級異化水素雄化軌 又クロール

.ti'ク1)ン(CNO2C13)の放TS昌トロ騒化物も稀には使用される.妃私 胃腔(CNH)及び其の誘
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g鰹を主剤 とするものも特許には見えでゐるが,人間に封する毒力の大なる弘 値段の不慮な

る鮎等で,質用には環い｡∵

次に樟脳(Cl.,H160),ナフタリ-/(C.仁H S)及びパ.5,･ヂクロー･ルベンゼン(C6HICl,)の稜TS ′

ものは,普通は固鰻であるが,基束串では常に少しづ 尋ゝ箆して特有の臭束を畿散し,其の物

自身は次第に沿耗して行 くもので卑_るo膏卑 ま此の種の物質の特有の臭気を嫌って哉近しない･

ので,直音殺虫の放力は少いにしても防畠 と云ふ意味からは相常数兵があるこ唯是等の防虫剤

も一定の密閉され丁二場所の中に於てのみ.放力を持つ土居今のであって,外部に取出されて,
1

其臭束を失-ば防虫教典は失せて丁ふ｡併し少量の物資を簡単に急事から防 ぐには故 も援用的

である/6腐 らで牟El東 く一般豪庭で箕際的た利用し得る;唯｣ゐ防盛方法主音っても芸文～TS
I∴-･-L

lい-.. ･､･- -J･･ .･一.
i_

次に揮蛮性防虫酎tJ:封レ七不揮登性防蝕剤或は無臭の防蝕剤は最む理想的であっ､で,･各国セ∫
血の種の試験研究が相雷津山に行はれでb:才のを見云訂 長逝吏行ゐ文鰍 こ依ると.195il･llL9主よ

●●ヽ

垂の主ヶ年融 こ欧米に特許せ-6.れT=,-此の種羊毛防蝕剤(mothprodfingmaterials)I:i500件を●
l. _ -■ L

勉人;'史に･1933-1936年の三ケ年間には約 600愈件の特許が費表されーてゐるo斯様に各国通

じで年 彩々しい数の特許があると云ふ事は･-1一方に此の種防蝕剤の要求が非常.:多い串を物語
l

っ七ゐるが,又他方未T:'定評みる覧卵 勺な,僕秀TS製剤が丑見されてゐない事を現はして居る

とも思はれる○

此の垣示捧静陸即ち無臭の防虫剤の理恵的TIrblのが如 殆ど免官ら中 ..のは其具備すや等必

要保件が相笛に按雑であ8:篤豆ある.試に是等を列拳して見る一と攻 の枝にTSるo I

∴1'.壇畠のみに有毒であt)て:^苗には無毒TLる事o∴ - -

2.無色 無駄 .無臭であって染色を妨著せぬ事13ヽ

3.狼品ゐ地質.外観及び鯛感等に影響せぬ事占● ,

･4.光弘 加戯言摩擦或は洗濯等に依って放力を朱はぬ事｡

5̀,.位由法が簡単13凱 -

:6.値段が質用範囲内に嵐 き事｡
t

蓮等の各除停め大部分了即ちI～5までを漏足せしむる様な物質を作 り出す3-･･ま必恥 も周

縦ではTSい｡然るに共等の物質の殆 t･･すべてが最後の保件即ち値段の鮎で落第して丁ふO.例?

ば若し留栗の棟なものであるTLらば;数日さ人確管TSらば値段は高く.とも̀相手が人命であるか
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ら相笛無理をしても利用され得るO.併しト防蝕剤の如きは数力其の他の諸株件が冒餌であつで

も,債段が充用的でTSけ叫i'苗に落節と云う郡にTSる.茸際此の難関を切抜けるのは,_飴程困

粒で,上記の校に故妊放年間に耽米で 1100件放もの特許があるにも拘らす･,茸用品の少いの

は和常多数のものが.比の閲VTで制限を受けでゐるものと恩はれる｡併し,既に防水 (water-

proofing)及び防火(fireproofing)に封する各校の物質が蟹用化されそいる今日,我防蝕剤の

みが鰹歩LTSい筈はTSく,科挙の力は近い将来に此の方面にも必す立派な物質を作り上げる事

は疑TSいと瓜ふ｡

以下に従来の特許に現はれでこ多くの防蝕剤を,其主成分に従って分新しで参考に供し†こいとし
＼

思ふ｡
I

A..無 機 化 食 物

1.弗素化合物は無機化合物中では長も雷雲で其D視力Ts毒性は良く防蝕の目的を達する事

が出来る.既に加里及び曹達の飽新又は是等とアルミ-ユ｢ムとの複堕新 として,或は荏弗化

曹鼠 経由化加里,桂弗化7,しき-ユ-ム加盟叉は瑚弗化加Blの如き既酌通常TS有機物の嘩
透剤,又は附弟剤と共に羊毛班経に浸透,吸蒋させ†ニものは和常の防蝕力を有つ｡

.2.錫,詔鎗又はアルミニi-ム等の金属盟新或は酸化物は,殻も普通に知られ†こ綿籍経の

ー防火並に防水軸であるが,此の種の物を同時に防蝕剤とすると冨ふ特許もある0

3･バリュムやストTlンチユム等アルカl)土金屈顎の羅斯及びタ1)ウAの盛類は其の毒性の

強い馬に防蝕と同時に,鼠等防埠の数苑もあると言はれでゐ早o

是等無機物のみから成る防蝕軌 よ今日未TI加工法の研究が不十分Ts創 こ,数カの持坑性少く,

従って頗く質用化されるに至ってゐTSいが,通常TS浸透剤叉は附着剤が牽見?.れて簡単TS操作

で強く粗経に浸透.吸着せしめる事さへ出来る枝にT3れば,登用僻値も出て釆るもの●と思はれ

る｡.殊に弗素化合物は今後防蝕剤の主役を践する時が来るであらうo

B.有 機 化 合 物

II.1有機金屈化合軌 例へはセレニウム,ク1)サム及びチタIEサム等の脂肪族或は芳香族化

合軌 其の他錫,蒼鉛或は放棄の有機化合物を主剤 とする防蝕刑の特許もある0

2.有機燐化合物中の特に各種のフォスフイン或はフォスフオ三.ウムの誘屯岱躍静 ま殺虫,
I

殺珊及び殺田放苑があるとされて居るo

･ 3･有鞘ハロゲン伸合物特に野菜革 ま嘩素を分子円に碍今し1こ有嘩甲を野蝕印として用?号
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特許が故逝多く見られる稜で中るO恐らくこの種のも′のは今後も次第に多くTSる事と思ふ｡
●

I4･尿素又はチオ尿素の誘導鰭を用ひて尊宅の防蝕をすると冨ふ特許も猫週の昏政から出願

されてみる｡

5:琉栄及び窒素を合tp異性環状化合物,及び染料工業の中間物又は副産物から此奴的易く

詐称される物質で,相雷に強い防蝕力を持つ丁二物もある｡

6･脂岨類と無機化合物を同時に用ひて防蝕性を輿へる方法.又は各種の縮合物を学毛は経

に吸砕けしめて防蝕性を輿-る,と言ふ楼TS,一定の化合物でTJこい物質を用ひる特許もある.

7･特殊Ts植物成分を利周する防蝕剤も相常に樺山見受けられる,例へは窒素を合ん1_J松物

成分即ち7ルーカロイド新の中には強い殺虫力を有し不揮蛮性で尊宅等の防蝕剤として通常なも

のもあるが.多くは一般に値段が高すぎて質用には困姓である.又近年次第に畿見されつ あゝ

る非アルカTlイド桔物成分即ち窒素を含ま1言い物質で相常強い殺虫力 を持つTこものが浮山あ

るo例へはサポニン類の如きが之である｡是等無窒素物の中には将来羊毛の防蝕剤として重要

な地位を占tpるものがある事と思ふ. .

以上の校に拾って見れば,今日迄に既に随分樺山TS羊毛防蝕剤として.役立ちさうTS物質が

あるにも拘らす;我図円でも未だ資用化され丁こ定評のある枝Ts優秀TS防蝕剤が見懲ら13いO取

版の外国袋の防蝕剤で加工LI=軌 或ひは防蝕剤を購入して其の鬼方通いこ自分で防蝕加工L

T二物を蝕啓試験して見ても,放カの浦鮎のものはない｡勿論何事に依らす浦鮎は恋憩であって

tE際問題としては,要求する方が無理であるかも由れTSい｡又染剤其の物が如何に防蝕剤とし

ての客種の必要保件を具備してあても,之を加工する人の技術が未熟な筏に,使用法を訣つT.

ゐる校TS場合も少く､ないと思ふ｡猿は一盾患い場合を想像すれば.防蝕剤の値段が高い烏に袈

拙者の指定し†こ一定の使用量以下に節約して加工する様Ti-場合も考へられる｡如何TSる名宛と
l

錐も,一定の虎方の範囲内に於でのみ数能が験ほれるのであって,畳を過ぐれは毒!:もTH .

足bTSければ反艦の触 ､のは質点であるo此の事は防蝕剤に於ても全く同様で,如何!:防蝕力

の迅弘､莫剤でも-増 以下の塵では政男のTSい糾ま止tpを得T;い｡経つ'T此Q?棟TS無智年頃印者

ド廻っては野轡 の琴平の坪野 と貫ふ琴TI雫は牢めて甲姓にTSる9'



III.新平毛防蝕剤

･入熱 こ殆ど無雑で,両も見出に封しては概めて軌 ､礎力を持ってゐる物が.'尊宅の防蝕剤と
/

しでも望ましいものであると首ふ事は上記の摸であるが,かヽる理想的1i体件を具へ1=物質は

極めで少い.今日知られTこものとしではピレトリン(Pyrethrin)と.lテノ-ン(Rotenon)との/

爾括物成分位しか無い｡

此の申ビ1,1,リン(CBIH3-uO3及び Cl三H3UO5)は我国で多量に産出される朗の除虫菊の有数 ､

成分である｡除虫菊は,明治十八年頃初めて輸入され7こものであるが我国の風土に適した＼のと

栽培法の宜しきを得†こ鍔に,今日では世鼎総産額の 90% 迄 も産出する校にTSってゐる｡ピレ

トリンは極めて接種TS無窒素化合物であって,仕革の進歩LI=今日でも猿は人工的には呑成さ

れてゐTSい.而して其の微妙な特殊TS強い殺虫力にも拘らす人畜には,全然無毒であると言ふ

事は,誠に理想的な家庭札 家畜用或は員作物用の殺虫剤とTSb得る総べでの保件を具備して

ゐると言へる｡又値段も無理がない｡経って今後文化の高まるにつれてビレトl)ン即ち除轟菊

の此の方面の用途は無限に贋よるものと思はれる｡此 の校TS潜れ1こ耕轟成分が今日迄羊毛等の

防蝕剤として利用されてゐTIいのは寧ろ不見識である校にも見ほれるo其れには相常の理由が

ある.と云ふのはビtlトf)ンは抑蛮性であって,基未申では比較的不安定な烏t:永 く羊毛に附

著して防蝕政見を保つ事が出来Tsいからである○

次に｡テノ-ン (C2'H2206)は熟帯地:かこ産するデ リス と冒ふ笠科植物の有数成分であそl

が之亦無窒素の投耗な化合物で.極めて強力Ts殺虫力を持ち,恐らく今日吾人の知って居る物

質の中で此の物位強い殺虫力を持つ7=ものは,他に在るよいとさ-言ほれて居る｡其のiBT.い殺

虫力にも拘らす,普通宅急の死滅する濃度では八割 こは全く無事である｡田も此の物質は融鮎
1

1630の無色の結晶で,坪牽性は無い｡ 又アルカリ新には杓 不々安定であるが酸新には彩しく.

安鬼でみろpそして多くの有機溶剤には溶解するが,水には重くi存解し13いo見時の性質はロ

テノ-ンがビt,トリ'/と共に人類に輿へられ1=二大天捌 勺殺虫成分であると耶JTられる所以で
ある｡デリスは主に斬罪堕を中心にして,本邦人の手で,栽増或は版辞され,我国は勿論欧米

掛 こ猫迫と米国には多丑に輸出されている.此の物が我国に輸入され†このは大正の中頃で殺虫

剤として大先に利用され始め1このは大正十一,ニ年頃かと息ふ.其の常時は鹿固以外ては,殆I

踊 られ甲 つゝ1:坪であるo学者撃は薫の軍政成窄 チノーンの作学的甲琴を大牢十二竿かう
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柁放して.既に昭和八年には今日一般に行はれで居る棟TS此畢構造式を確立し得T=｡併し化拳

的合成は未だ何虎の閲でも出来て居Tsい｡-海は｡テノ-ンと富ふ名辞は.既に明拾三十二年,

群鮮博士永井-一雄氏が基固定の魚藤(土語ロ-アン)から初めて･此の物質を蔑見し†:時に輿-

1こものである.比の校にtlテノ-ンは我国で望見命名され,其の後資用的にも笹術的にも欧木

に一歩先んじて居でこのであるが･昨今の使用量は却って彼地方の方が彩しく増加して釆†二様で

ある.躍ってデ1)スの値段はtk界的に騰貿しているOそこで-･一方我基闘,小笠原島或はボナペ

か 也方で其の気候を利用して着Jk栽培を開始し 国産ヂ1)スを生産し得る時期に成って菊でr:･

ら ,

蟹者等は数年前から此のtlテノ-ンこそは,尊宅製品の防蝕剤として最も通常TSものであら

うと考へて居1こ.併し一般業界の情勢は未だその時期に至って虐TSかつ丁こ.然るに虫妃にTsつ
l

で｡テノ-ンを此の方面に利用する特許が外囲にも,亦我国にも段 多々く見えて釆†こ｡特許の･

韮鮎は要するに如何にして此の主剤丁ころロテノ-ンを羊毛組経に完全に浸透.吸着せしめるわ

の問題であるCそして使用量は筆者等の試験の結果では,羊毛1斑に封して純TlテノTンとし

で 3･0瓦BPも串毛の意 以上で帥 ば完全に防蝕の目的を達し得るO唯此の雛 の物質的

何にして潟の高い尊宅粗経に満遍なく平均に強く吸着せしめるかが問題であるO節者等の方法

で毛布英軍他にロテノ-ンを主剤として防蝕加工し†こものは!仕上後の外観･感鯛等の鮎では

無鬼斑晶と少しも奨bTLく,又蝕筈試験の結果は別項山田氏の報昔の棟に礎釆の円外の何れの

防蝕刑で加工し1こものよカ.も良好の校である.'そして値段も主要原料でニるヂ7)スの比較的高い

今日でさ-ち.充分資用の範囲内に在ると思ふ｡日下各種の羊毛製品及び毛皮等に就でも加工

法及び防蝕筑範の甲方面の研究を進めつ､あるPで･近し､将来に是等に閲して再び肇表する折

があると息ふo ＼

斯くし･T今後数年を出ですして,我国に於でも純国産の原料から出著して,羊毛製品のみな

らや一般毛新q)完全に軌 ､防蝕剤を作b得る時が来ると確信する次第でみろ｡


